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〔凡例〕
１．信濃地域において出土した、古墳時代の鉄製品を集成した。なお、古墳時代終末期（７世紀）の資料や、古墳時代に入る可能性のある資料も集成に含めている。
２．集成作業は、原則として2013年３月までに実際に刊行された報告書を対象としている。これらに記載のない未報告資料は対象としていない。
３．明治大学で所蔵している報告書を悉皆的にみて資料を収集したが、所蔵外の資料は集成の対象外となっている。そのため暫定版として、今後すべての資料を悉皆的に調査したのち、完成版として公表する予定である。
４．遺跡名・所在地・出土遺構・墳丘形態・時期・器種・出典を掲載している。掲載資料の記載方法は、以下の通りである。

①遺跡名：報告書等記載の遺跡名を掲載した。また、必要に応じて調査年次も合わせて記載した。
②所在地：市町村合併前の旧住所は、すべて新しい住所に変更した。

③出土遺構：報告書等により記載方法は異なるが、統一はしていない。出土遺構の名称がローマ字なら

ば、遺構の性格がわかるよう補足している。
④墳丘形態：古墳の場合にかぎり、その墳丘形態を記載した。 
⑤時期：相対年代・絶対年代が混在するものの統一はせず、報告書等の記載に従った。
⑥器種：基本的に報告書等によったが、器種は筆者の責任において変更したものもある。
５．本集成は、河野正訓（明治大学研究・知財戦略機構　研究推進員（ポスト・ドクター））の指導のもと、須藤美保子（明治大学大学院生）が集成し、データ入力を行った。なお、編集は河野が担当した。
６．本集成は、2012年度明治大学若手研究『古墳時代信濃地域における鉄製品の生産と流通』（研究代表者：河野正訓）の成果の一部である。
